
緊 急 消 毒 の 実 施
現在、道内では、高病原性鳥インフルエンザの発生リス

クが極めて高い状況が継続しています。
本病の発生予防に万全を期すため、家畜伝染病予防法に

基づき、緊急消毒を命じますので、家畜保健衛生所の指導
に従い、消毒の徹底をよろしくお願いします。
なお、必要な消毒薬の一部は道が配布します。

１ 農場に出入りする車両の消毒を実施

２ 農場・畜舎に出入り時、長靴、資材等
の消毒を実施

３ 畜舎に出入りする者の手指消毒を実施

北 海 道

次亜塩素酸系消毒薬

逆性石鹸

アルコール系消毒薬

500倍希釈
で使用

（１Lに２g）

500倍希釈で使用
（１Lに２ml）

直接噴霧
して使用

又は

※汚れをしっかり落として消毒を実施

使い捨てではない手
袋を使用する場合、
手袋にも病原体は付着
しますので注意してく
ださい。

※特にタイヤまわりの消毒を実施

消毒薬の例
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家きん所有者のみなさまへ
これから、渡り鳥の飛来が本格化しますが、昨シーズンと同様に、
多くの高病原性鳥インフルエンザウイルスが道内に持ち込まれ、
農場周囲にまでウイルスが来る可能性が高いことが危惧されています。
本病の発生防止には、鶏舎内に持ち込むウイルス量の低減が重要です。
毎月、下記の衛生管理対策の実施状況の自己点検を行い、
不備がある場合は直ちに改善してください。

自ら対策を再点検してチェックしてください ☞ ☑

点検１ 衛生管理区域に出入りする際の対策

① 区域内に出入りする際、手指消毒（手袋装着）をしている →□
② 区域内に出入りする際、専用の衣服と長靴を使用している →□
③ 区域内に出入りする車両の消毒を徹底している →□

鶏舎に出入りする際の対策

④ 鶏舎に出入りする際、手指消毒（手袋装着）をしている →□
⑤ 鶏舎の前室や出入り口で、専用長靴に履き替えている →□

野鳥・野生動物を誘引・侵入させない対策点検３

⑥ 鶏舎、飼料庫、堆肥舎にネット設置、点検と修繕をしている→□
⑦ 鶏舎に侵入したねずみを定期的に駆除している →□

出入口に消石灰散布 車両消毒 手指消毒 専用衣服・ 専用長靴

手指消毒 畜舎周辺への消石灰散布 畜舎専用長靴の設置・使用・消毒

畜舎のネット整備と点検 畜舎の隙間対策

点検２

殺鼠剤の散布や粘着シートによる駆除

北 海 道 （令和４年９月）

堆肥舎の防鳥ネット設置
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家きん所有者のみなさまへ

北 海 道 （令和４年１０月）

10月8日に北海道別海町で回収された野鳥糞便から、
高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5亜型）が

検出されました（今シーズン道内初）

高病原性鳥インフルエンザに
厳重警戒！！

● 自己点検を継続実施！！
● 異常家きんの早期発見、
早期通報！！

野鳥における検出事例は
氷山の一角であり、

北海道内全域にウイルスが
存在している認識での対策が

必要です！！
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自ら農場を点検して再チェック！！ ☞ ☑

点検１ 衛生管理区域に出入りする際の対策

① 区域内に出入りする際、手指消毒（手袋装着）をしている □
② 区域内に出入りする際、専用の衣服と長靴を使用している □
③ 区域内に出入りする車両の消毒を徹底している □

鶏舎に出入りする際の対策

④ 畜舎に出入りする際、手指消毒（手袋装着）をしている □
⑤ 畜舎に出入りする際、専用長靴を使用している □

野鳥・野生動物を誘因・侵入させない対策点検３

⑥ 侵入防止のためのネット設置、破損部位の修繕をしている □
⑦ 畜舎に侵入したねずみを定期的に駆除している □

出入口に消石灰散布 車両消毒 手指消毒 専用衣服・ 専用長靴

手指消毒 畜舎周辺への消石灰散布 畜舎専用長靴の設置・使用・消毒

畜舎のネット整備と点検 畜舎の隙間対策

点検２

殺鼠剤の散布や粘着シートによる駆除

北 海 道 （令和４年１０月）

堆肥舎の防鳥ネット設置

家きん衛生管理の自己点検
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✓ 国内で、過去最多となる、25道県71事例で発生！

✓ ２月以降は、渡り鳥の北帰行に伴い、
本病の発生リスクがさらに増加！

✓ 今後も、最大限の警戒継続が必要！

高病原性鳥インフルエンザ対策の
継続強化！！

① 鶏舎への野生動物の侵入防止対策を継続強化！

鶏舎の壁や屋根が破損していると、野生動物が侵入します。
冬期間の暴風雪による鶏舎の破損状況を確認し、補修・修繕を行ってください。
特に、普段目の届きにくい部分（屋根裏の入気口等）も含め、念入りにチェック
してください。
※ 確認に当たっては、複数名で行う等、落雪事故防止の対策をお願いします。

●ネット網目は2㎝以下とし、2㎝以上の場合はネットを二重にする。

●畜舎に集卵ベルトや飼料パイプ、堆肥排泄ためのコンベアー等の開口部がある場
合、野生動物が侵入する隙間ができやすいので、パネル等を設置する。

防鳥ネットの設置 屋根裏の入気口に設置された金網開口部のパネル設置

シートによる補修・対策壁等の破損金網の破損
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農場の敷地内や鶏舎の近くにため池等があると、この野鳥が農場の敷地内
にウイルスを含む糞便を落とす可能性が高くなりますので、ため池の水を抜
いたり、忌避テープやてぐす、ネット等を活用し、野鳥の飛来を防止しましょう。

忌避テープの活用ため池の水抜き

自己点検の継続実施！直ちに改善！
異常家きんの早期発見・早期通報！

堆肥舎等の農場内施設についても、
野生動物誘因防止のため、防鳥ネット
等を設置しましょう。

家きんの死体や排せつ物は、野生動物
への誘因となります。
家きんの死体は、密閉できる箱等で適
切に保管しましょう。

密閉容器の設置

堆肥舎の防鳥
ネット設置

北 海 道 （令和５年２月）

野外を歩いた長靴には鳥インフルエンザウイルスが付着している可能性があり
ます。畜舎専用長靴の使用と消毒を、農場で作業する方全員が徹底してくださ
い。直接家きんに触れる手指にもウイルスは付着します。手指消毒や作業用
手袋の消毒等を徹底してください。

手指消毒
専用長靴の使用と消毒

長靴は汚れを落とす！
消毒薬は毎日交換！

④ ため池等への野鳥の飛来防止対策を継続強化！

③ 農場への野生動物の誘因防止対策を継続強化！

② 長靴の履き替えと手指の消毒を継続強化！
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